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研究成果の概要（和文）：本研究は、「スラムの計画学」という着想をもとに、カンボジアの住居・集落・都市
に対する現地調査で得られたデータにもとづき、近代主義的な建築・都市計画手法とは異なるカンボジア独自の
計画手法を検討するとともに、自生（成）的・自立（律）的計画原理を明らかにすることを目的とする。住居は
リビングアクセスの空間構成を基本として形成され、中間領域の存在が重要視されている。結果として共同性を
育む空間が居住地内に形成されることにつながっている。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to clarify an original planning method in Cambodia 
that is different from the modern planning method of architecture and urban planning by data of our 
field survey on houses, settlements and urban form. We focus on automonous and spontaneous palanning
 principle.
Space formation of houses is based on living acces and intermediate range plays an important role on
 their daily life. Several aspect of house and settlement planning support cooperative relation of 
community.

研究分野： 建築計画
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１．研究開始当初の背景 

 1991 年に内戦を終えたカンボジアでは、

東南アジアの諸都市がこれまでに経験した

ような急激な開発が、いま進展しつつある。

居住環境の急速な改変により都市の個性が

失われ、地域の中で長い年月をかけて培われ

てきた文化、自然、社会に適合した固有の居

住形態、居住環境や町並みが破壊されつつあ

る。地域の固有性を保持した開発を進めるた

めには、地域の社会・文化形態に即した建

築・都市計画手法の開発が急務である。しか

し、内戦により研究資料が散逸したカンボジ

アにおいて、居住実態を明らかにした研究は

非常に限られている。 

 本研究は、「スラムの計画学」という着想

をもとに、カンボジアの住居・集落・都市に

対する現地調査で得られたデータにもとづ

き、近代主義的な建築・都市計画手法とは異

なるカンボジア独自の計画手法を検討する

とともに、自生（成）的・自立（律）的計画

原理を明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究の目的 

不法占拠地区であるボレイケラ地区の調

査研究を行う中で、「スラムの計画学」とい

うキーワードを着想し、いささか乱暴である

が、カンボジアの住居や居住環境をスラムと

みなし、その居住環境形成の手法を肯定的に

評価することで、スラムを悪として排除する

ような計画論とは異なる新しい計画論が書

けるのではないかと考えた。 

正確には、ここでいうスラムには、土着的

な住居や集落、ならびにプノンペンの都市住

居として定着している主に 1960 年代に開発

された新型のショップハウス（フラットルー

フ、３階以上、１階に店舗・２階以上が住居）、

不法占拠地区が該当する。 

特にカンボジアでは、1979 年のポル・ポ

ト政権崩壊後、プノンペンの住居は一部を除

き従前の権利が白紙に戻され、先着順で占有

権が認められたという経緯があり、プノンペ

ンの住居は全て脆弱な権利状態のもと成立

していたと言え、スラムの権利状態との近接

性が指摘できる。 

 プノンペンには、大規模不法占拠地区が３

ヶ所あったが、既にクリアランスならびに改

善事業が実施され、既に大規模なものは存在

しない。しかし不法占拠地は失われたわけで

はなく、小規模なものが都市内に分散したに

過ぎない。ショップハウスの屋上や線路脇・

河原に形成されている小規模不法占拠地に

焦点をあて、その空間構成を現地調査をもと

に明らかにする。 

住居の実測ならびに施設構成、外部空間の

利用実態調査等のデータを採集するととも

に、個々の世帯の生活実態の把握やコミュニ

ティ構成、コミュニティ維持のための仕組み、

上下水道・道路管理等の仕組み等をヒアリン

グ調査をもとに明らかにしたい。 

 

３．研究の方法 

 各年度、夏季に３週間前後の、冬季に１０

日前後の現地調査を行う予定にしている。毎

年の研究成果は、３月〆切りの日本建築学会

近畿支部研究報告集、４月〆切りの日本建築

学会大会梗概集で発表を行う予定である。こ

れらの成果の精度を高め適宜日本建築学会

計画系論文報告集あるいは５月〆切りの日

本都市計画学会論文集に投稿を行う。 

 各年度の研究スケジュールは、原則として

以下の通りである。 

・４月～７月  研究テーマの確定、文献調

査の実施、夏季調査の準備 

・８月     夏季調査の実施、現地研究

教育機関等との情報交換、研究交流 

・９月～１２月 夏季調査の整理、補足調査



の計画、次年度テーマのための予備調査の計

画 

・１月～４月  文献調査・現地調査のまと

め、学会発表にむけた準備 

 年に２度の現地調査（海外）を予定してい

るが、研究活動の中心は国内で行う。インタ

ーネットを活用して現地の研究者と日常的

なコミュニケーションをとりながら研究を

行っており、これからも継続していく予定で

ある。 

カウンターパートとしてカンボジア王立

芸術大学・都市計画学科との共同研究体制を

構築しており、これまで研究交流を行うと共

に、現地学生も交えた共同調査を継続して行

いたい。 
 
４．研究成果 

プノンペンには、大規模不法占拠地が３カ

所あったが、既にクリアランスならびに改善

事業が実施され、既に大規模なものは存在し

ない。しかし不法占拠地は失われたわけでは

なく、小規模なものが都市内に分散したに過

ぎない。ショップハウスの屋上や線路脇川原

に形成されている小規模不法占拠地に焦点

をあて、その空間構成を現地調査をもとに明

らかにした。 

 

排水路沿いに形成された不法占拠地区を

対象に、居住環境の自生的秩序について考察

することで、多様で変化に富む居住空間の形

成要因を明らかにした。 

（１）木造の軸組で建てられた住居は、排水

路脇の地面、排水路上両方で建設されており、

立地場所の環境にうまく適用しながら建て

られている。排水路脇の建てられたものは床

を高く持ち上げるため、排水路上に建てられ

た住居よりも軒高が高くなる。 

（２）住居には多目的空間、台所、水浴び場

兼トイレ、個室の空間が存在する。多目的空

間はあらゆる行為を行える柔軟な空間構成

であり、35 ㎡前後で作られている。住居の内

部空間構成は４種に類型化することができ、

リビングアクセス、台所分離が基本形で、団

欒行為や調理行為が外部に溢れだしやすい

空間構成である。 

（３）中間領域は５種類あり、敷地面積が 46

㎡以上、または間口が 3.8m 以上あるものは

中間領域を設ける傾向にあり、その種類は住

居の立地場所の環境によって変わる。近隣の

住居は環境が類似しているため、同類の中間

領域を形成し、それらを隣合わせまたは向か

い合わせることで一体性のある空間をつく

り出している。また中間領域の存在は、内部

空間構成を多様にし、調理行為を外部化させ

る大きな要因になっている。中間領域は路地

に面して形成されているため、その存在が外

部空間に賑わいをもたらしている。 

（４）外部空間は住居、路地、中間領域、柵

によって作られている。３種類の路地、５種

類の中間領域、環境に柔軟に対応し高さや位

置がそれぞれ違う住居の存在することで、多

様な外部空間をつくり出されている。また軒

や柵は木製で容易に作ることができ、それが

外部空間にアクセントを加えている。 

（５）多目的空間、中間領域、路地上で「座

る」「寝ころぶ」という体勢がとれる空間や

物的要素が存在するため、そこで多様な生活

行為が行うことができる。多様な生活行為が

外部空間から確認できる場所で行われてい

るため、地区内に活気がもたらされている。 

（６）５種類の中間領域、小まめに枝分かれ

する路地が、対象地内にパノラマ性と見通し

性のある景観をつくり出している。開放的空

間構成要素、閉鎖的空間構成要素、半閉鎖的

空間構成要素の組み合わせが不規則に入れ

替わりこと、軒高、壁面位置が小まめに変化

すること、また外部で多様な生活行為が行わ



れていることで、変化性のある景観が生まれ

ている。 

 

ショップハウス屋上に形成されている住居

群を対象にした空間構成分析より、以下のこ

とを明らかにした。 

（７）住居内部の平面配置構成はリビングア

クセス型が大半を占め、住居内部から外部空

間へのアクセスが積極的な環境にあること

を明らかにした。屋上の平面配置構成は中廊

下型、片廊下型、広場型の 3 つのタイプを屋

上空間の形状や面積に応じて自由に組み合

わせており、吹き抜けや階段を有する複合型

配置構成が行われている。各屋上居住者が自

身の条件に応じて住居建設や空間利用を行

っている。 

（８）外部空間には「たまり空間」が設けら

れ、植栽や露台、椅子等が置かれ共同利用の

憩いの場として利用している。また、通路に

は調理道具や洗濯物、清掃道具等があふれ出

し配置され、屋上居住者は外部空間を家事の

補完空間としても積極的に利用している。 

（９）所有権の範囲内には多くの物品が配置

され、住民は露台や椅子を交流の拠点として

外部空間を多様に利用している。また、イン

フラを形成する過程で、各住居が条件に合わ

せて方法を変えながら居住を継続し、他者へ

の依存と共用の関係を必要としながら自律

的に居住環境を形成している。現在は公共サ

ービスの利用が一般化しており、インフラ整

備を介した近隣住民との関係は薄れつつあ

る。しかし、住民間のコミュニティそのもの

については、外部空間の活発な利用を通して

継続的に関係が形成されている。住民が住民

のために立てた規律のなかで自由に「場」を

形成し住まう環境が、貧しいと捉えられる屋

上居住地の豊かさを表出している。屋上居住

地では居住者が独自で家を建設しているに

も関わらず、計画性・合理性を重視した個人

の満足を優先する住まい方ではなく、ゆとり

ある外部空間を確保し共同利用を目的とし

た空間形成を行っている。外部空間はコミュ

ニティや憩いの空間としての共同性が育ま

れ生活が支えられている。 
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